
活動名：第 2３回常葉カップ U１２ 

日 程：令和６年７月１４日（日） 

会 場：田村市陸上競技場 

参 加：T6・L100 1４名 

帯 同：熊坂コーチ 

サポート：貝和コーチ 

結 果：トーナメント 

１回戦 VSリガ－ズ  ０：３  

VS常葉    ４：0 

  

報告 

テーマ 

   Ｌ１００・Ｔ６合同チームですが、クラス関係なくチーム一丸となって勝利を目指

して最後までやりきること。 

   出場時間が限られる中でもピッチに立った時は全力を発揮出来るようにすること。 

   ベンチにいてもチームの為に出来ることはあるので一人一人が考えて行動すること。 

   自分のマ－クする相手を明確にし、１対１の攻守において責任を持って対応するこ

と。 

 

良かったところ 

    

   前半はＴ６選手主体、後半はＬ１００選手主体として試合に挑みました。 

   前半の目標は失点しないこととしていました。 

初戦では１対１のところで苦しみながらも粘り強く対応してくれました。また抜か

れてしまってもみんなでカバ－しあい踏ん張ってくれていました。終了間際に失点

してしまいましたが目標をほぼ達成出来たといえる内容だったと思います。 

    

後半はしっかりとした守備から得点を奪いに行くことを目標としました。 

   リードされている事もあり前掛かりになったところで裏を取られて２失点してしま

いました。しかし勝利を目指して最後まで全力でプレ－してくれていましたし、チ

ャンスの場面も幾度となく作れていました。試合には敗れましたがチーム一丸とな

って最後までやりきるということは出来ていたので良かったです。 

 

２試合目は全員の意識とプレ－が変わりました。 

   １試合目はチャンスは作っていましたがフィニッシュにいかずにパスを選択という

ような消極的なところも感じました。１試合目の後にミーティングを実施し、全員

がゴールに向かってアグレッシブにプレ－すること、他人任せにせず自分が得点し

てチームを勝たせるんだという強い気持ちを持ってプレ－することを伝えました。 

   特に空港杯で得点を決めていない選手は貪欲にゴールを狙いにいくことを約束しま

した。 



   ボールを持った時に積極的に仕掛けるプレ－が増えましたし、自分のシュ－トレン

ジで迷わずシュ－トを打つといった、ゴールへ向かうプレ－と選手達の気持ちが前

面にあらわれていました。Ｔ６の選手達から特に強く感じることが出来てとても嬉

しく思いました。得点を奪えた選手は勿論ですが、得点を奪えなかった選手ももう

一歩のところまでいけていましたので、嬉しい気持ちや悔しい気持ちが芽生えてく

れたのではないかと感じました。今後の成長にとても期待しています。 

 

   Ｌ１００の選手達も自分のプレ－をしながらもＴ６選手の得点へ繋げるような仲間

を思うプレ－をしてくれてとても頼もしかったです。流石トップチ－ムといったと

ころでしょうか。 

 

  課題 

    

   ボ－ルばかりに集中し過ぎて周りが見えていませんでした。 

   攻撃の場面では、サイドに大きなスペ－スがあるのに相手が密集している中央から

仕掛けていくことが多かったです。 

   守備の場面では、ＤＦとＧＫの間のスペ－ス（ＤＦの裏）を相手に使われる場面が

多々ありました。 

   常に首を振ってピッチ内の状況（味方の位置・相手の位置・スペ－ス）を把握し、

攻守において対応して欲しいと思います。 

 

   ピッチでもベンチでも声が少なかったように思います。 

   ボ－ルを呼ぶ、仲間へのコ－チング、仲間を励ます、チームを盛り上げるといった

色々な掛声があります。強いチ－ムほどうるさいぐらい声を掛け合ってサポ－トし、

確認し、修正していきます。 

   大会に限らず普段の練習から声を出すことを意識して取り組んで欲しいと思います。 

   ※昼食の時は大声で話しているんですよねぇ・・・それをピッチで 

    

   こぼれ球への反応 

   味方がシュ－トを放った後にＧＫがはじく、ＤＦやポストに当たった場合を考えて

押し込みにいって欲しいと思います。レベルが上がるほどこぼれ球を押し込めるか

どうかで勝敗が左右されます。 

   守備は逆に相手に押し込まれないように、先にボ－ルへ触ることが大事です。 

   ボ－ルウォッチャ－（体を止めてボール見ているだけ）にならないように、次に起

こることを予測して動けるように意識して下さい。 

 

  出来事 

   とにかく６年生はみんな明るく楽しく仲が良いですね。そして年下の選手達にも優

しく接してくれていました。チームの雰囲気がとても良かったのでこれからも仲間

を大切に素晴らしい思い出を沢山作っていって下さい。 



 

   福島ユナイテッドさんのサッカ－教室は各チ－ム６名と制限がありました。 

   私では決められないことでしたのでＬ１００・６年３名とＴ６・３名をじゃんけん

にて決定させて頂きました。参加出来なかった６年生のみなさん、申し訳ありませ

んでした。 

 

   応援を頂きましたご父兄の皆様、ありがとうございました。 

   選手達は精一杯プレ－し、随所に素晴らしいプレ－を見せてくれました。 

   結果は出ませんでしたが、この大会での選手達の成長を感じて頂けたのではないか

と思います。 

   今後もご理解とご協力の程、宜しくお願い致します。 

 

コーチ：熊坂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


